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勤の花と風雲i乞郷恣ら
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短
期
滞
在

シ
ョ
ー
ト

・

ス
テ
イ

■
介
護
者
が
病
気
に
な

っ

た
　
■
冠
婚
葬
祭
が
あ
る

■
農
作
業
が
忙
し

い
　

■
休
養
し
た

い

■
旅
行
に
行
き
た

い
と
き
な
ど
。

寝
た
き
り
や
痴
果
の
お
年
寄
り
を

一
週
間
程
度
、

近
く
の
老
人
ホ
ー
ム
が
お
世
話
し
ま
す
。
場
合

に
よ

っ
て
は
、
期
間
の
延
長
も
で
き
ま
す
。
申

し
込
み
と
問
い
合
わ
せ
は
お
気
軽
に
役
場
福
祉

係
ま
で
ど
う
ぞ
。

一
泊
三
食
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
料
込
み
の

一
日
の
費
用

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
（梅
香
苑
な
ど
）
二
〇
六
〇
円

みんなで考え

支えよう
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V
(1994.4月 受付分 )

高齢社会（
こ
れ
は
平
成
５
年
度
の
費
用
額
で
す
。

本
年
度
は
少
し
上
が
る
見
込
み
で
す
。
）

広報
No.418

平成 6年 6月 5日 発行

赤 ち やん
たんじよう

男の長さん

さんの二男

清 孝
恵 美
隆 一
和 子
克 典
洋 子
元 親
幸 子

高森 ・ 旭 通

白 水  村
永野原・岩神

さんの長男

さんの長女

4.21

4 ・25

高倉 翔太ちゃん
(上色見)3・ 26生

田上 主税ちゃん
(上色見)3・ 28生

立石 勇気ちゃん
(高 森)4・ 6生
産を どiたちゃん
(高 森)4・ 13生

● すえなが< ′_…磁、
おしあわせに

以`ヤl｀吟′

ま3

5月 25日 -26日 に福岡市で行われた

「はなしのふキャンペーン」の一コマ

今年も野山|こ野草の花が咲きはじめ、高森が原生地

の「はなしのぶ」も、これからますます花の色を濃<
して、私たちを楽しませて<れることでしよう。
―
Fはなしのぶコンサート」と切り花出荷のPRなど、
いろいろなところで「はなしのぶ」への取り組みが行

す。

人□の動き
(5月 4日現在)
世帯数 2,525(+10)
男  3,904(+9)
女  4,237(-8)
総 数 8,141(+1)

用
お
日
は
　
　
　
，

´

は
な
し
の
ぶ
コ
ン
サ
ー
ト
」
で
す
。 ４
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三森 頼利
木本あかね

穴見 俊則
今村美枝子

山永  宏
住吉真由美

塚本

河 口

野尻

高村 麗美
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(住所) (御遺族)(死 亡者)(年齢)
永野原 堤  園雄 堤 ツタエ 86

杉田 冨雄
勇  健一

ありがとうございました (敬称略)
■町社会福祉協議会ヘ

〈香典返し〉堤 國雄,佐伯 一、甲
斐富士郎、野依ちとせ、加藤文凡、有

藤良夫、杉田富雄、山遷幸男、甲斐利

治、村上元次、本川つや子

く病気見舞返礼〉岩下健治

■広報送付寄付 熊川 康

○

編

集

後

記

▼
今
年
も
今
日
か
ら
梅
雨
シ
ー
ズ
ン
に
入
っ
て
き
ま
す
。

人
家
は
も
ち
ろ
ん
、
農
地
山
林
へ
の
被
害
が
心
配
さ
れ

ま
す
。
気
象
情
報
Ｅ
注
意
し
て
早
目
に
対
応
で
き
る
も

の
は
対
策
を
立
て
て
お
き
意
し
よ
う
。

▼
奥
阿
蘇
物
産
館
が
オ
ー
プ
ン
し
、
七
月

一
日
が
ら
は

奥
阿
蘇
キ
ャ
ン
プ
場
も
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
毘
虫
採
集

や
山
間
の
敵
歩
な
ど
、
森
林
の
有
効
活
用
や
自
然
保
護
、

自
然
と
の
ふ
れ
あ
う
こ
と
の
大
切
さ
に
、
あ
ら
た
め
て

関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。
自
然
の
大
切
さ
と
、

広
大
な
森
林
を
持
つ
私
た
ち
の
町
を
理
解
し
て
も
ら
う

こ
と
も
、
キ
ャ
ン
プ
場
を
作
っ
た
目
的
の

一
つ
で
す
。

地
球
規
模
で
の
無
秩
序
な
開
発
と
世
界
中
の
地
域
間
戦

争
、
そ
し
て
私
た
ち
人
間
の
生
活
排
水
な
ど
の
色
で
な

問
題
。
ぜ
い
た
＜
で
便
利
な
生
活
の

「
つ
け
」
が
最
終

的
に
地
球
の
温
暖
化
や
オ
ゾ
ン
層
の
減
少
な
ど
環
境
の

破
壊
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
、
ジ
ワ
ジ
ワ
と
住

み
に
＜
い
星
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
心
配
さ
れ
て
い
誅

す
。
★
キ
ャ
ン
プ
場
の
大
地
Ｅ
寝
っ
こ
ろ
が
り
、
星
を
見
な

が
ら
こ
ん
な
話
を
子
供
た
ち
に
間
が
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。
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上

芹

津
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ていま

一　
水
と
緑
と
上
の
に
お
い
い
っ

ぱ
い
の
住
み
よ
い
町
に
し
ま

す
。

二

伝
統
を
重
ん
じ
、
文
化
の
薫

る
潤
い
の
あ
る
町
に
し
ま
す
。

三

老
人
を
大
切
ぼ
し
、
子
供
の

夢
を
育
て
華
せ
な
町
に
し
な

す
。
　
　
・

四

勤
労
を
尊
び
、
産
業
を
振
興

じ
活
力
あ
る
町
に
し
ま
す
。

五

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
心
身

を
き
た
え
健
全
な
町
に
し
ま

す
。
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灯の月置ミ主
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奥
阿
蘇
物
産
館
オ
ー
プ
ン

町の特産品を開発 士”
〓沢
日
翼

●

今村町長らによるテープカット

運
転
免
許
証
の
更
新

更
新
時
の
手
数
料

有
効
期
限
の
延
長

史
新
手
数
料

講
習
手
数
料

こ
れ
ま
で
は
、
免
許
証
の
有
効

期
間
は
三
年
間
で
し
た
が
、
誕
生

＝
が
今
年
の
六
月
十
日
以
降
平
成

八
年
五
月
九
日
ま
で
の
―ｌｌｌ
に
免
許

証
の
更
新
を
す
る
方
で
、
過
去

１

年
の
――――
無
違
反
の
方
は
免
許
ｌｉｌｌｌ
の

有
効
期
限
が
五
年
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
免
許
証
の
有
効
期
限
欄
の

色
が
金
色
で
表
示
さ
れ
ま
す
。

た
た
し
、
吏
新
＝
に
し
―
　
‘‐
‥
成
に
な
る

人
は
四
年
‐――‐
と
イ，‥
り
‐
賞
新
＝
に
Ｌ
Ｉ
．

歳
以
Ｌ
に
な
る
人
‐―

．
午
‐――！
Ｌ
」な
り
■
１
．

優
良
運
転
Ｆ
及
ひ

簡
１１
講
習
対
象
Ｆ

．
般
運
転
Ｆ
及
ひ

“
常
識
習
対
象
Ｆ

交
ｍ
安
全
協
会
費

～，‐１

　

イー
効

期

限

―‐―
年

の
場
合

Ｆ
」
Ｔ
＝
　
商
業
統
計
に
ご
協
力
を

矢
津

田

・
高
尾
野

井

上

寿

一

屋根の高さは!7m。 三階には軽食、喫茶コーナーもあります。

●  ●

●  ●

百
円

Ｌ

Ｉ

＝

更

新

の

通

知

更
新
の
四
十
日
は
ど

‐――‐
に
公
安

各
彙
会
か
ら
期
間
、
場
所
費
用
な

ど
が
記
載
さ
れ
た
更
新
の
通
知
書

が
公
安
委
員
会
か
ら
送
ら
れ
て
き

ま
す
。
更
新

に
は
必
ず
そ
の
通
知

Ｌ
口を
持
参
し
て
手
続
き
を
し
て
い

た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
、

肛
新

の
通
知
は
大
切
に
保
管
し
て

お
い
て
く
だ
さ

い
。

全
国
の
商
業
を
営
む
す
べ
て
の

■
業
所
を
対
象
と
し
て
、

．
年
に

．
回
こ
の
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

調
査
は
七
月
　
＝
現
在
で
の
色
々

な
状
況
を
調
査
票
に

‐
…己
入
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
生
す
。

商
業
統
計
調
査
彙
が
、
商
業
を

営
張
れ
て
い
る
と

こ
ろ
に
お
イ‐ｉｌ
い

し
て
詳
し
い
内
容
を
説
明
し
ま
す

の
で
、
お
忙
し
い
と
こ
ろ
お
手
数

で
す
が
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

記
人
い
た
だ
い
た
調
査
票
の
内

容
な
ど
、
秘
密
は
厳
重
に
守
ら
れ
、

持
様
に
利
害
関
係
が
生
す
る
よ
う

な
目
的
に
は
使
川
さ
れ
ま
せ
ん
。

年

金

相

談

！―サ‐
‥
円
相
談
彙

に
よ
る
年
金
相
談

所
が
――――
設
さ
れ
ま
す
．

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
社
会

保
険

に

つ
い
て
相
談
を
受
け
ま
す
。

お
気
軽
に
お

い
て
く
た
さ

い
。

■
と
　
き
　
六
月

‐
―

‐
日
（水
）

午

――――
十
時
か
ら
午
後
ｉ
時
ま
で
。

日
と
こ
ろ
　
林
業
総
合

セ
ン
タ
ー

．
階
中
会
議
常

五
月
人
札
分

（五
百
万
円
以
上
）

さ

ん

(18)

4り |か ら|‖「イ比」場にイヽ 111戦 していま
―
り
~。 守:

生の頃の ||え は許されず、 大変責f「:の li

い職場だと思います。

社会人としては 「ヒヨッコ1ですが、

町役場職 itの ・人として粉骨 li午身頑張り

ま・ ,1,

まだ、若くいさととかないとこ/)が 多々

あると思いますので、イ111指導のはど宙 し

くお願いします。

ど
う
だ

お
い
で
下
さ
い
。

高森から車でゆっくり20分。奥阿蘇大橋もすぐ近 くの奥阿蘇物産館の内部。 (総床面積495m'一部三階建て)

(15)

か
れ
て
か
ら
建
設
中
０
あ
つ
た

大
字
草
部
の
奥
阿
蘇
物
産
館
が
四

月
ニ
ト
八
ロ
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

式
典
に
は
今
村
町
長
を
は
じ
め

町
関
係
者
、
町
議
会
議
員
、
駐
在

員
、
そ
し
て
今
後
こ
の
施
設
を
管

理
運
営
す
る
奥
阿
蘇
物
産
館
等
管

理
運
営
組
合
員
な
ど
約
五
十
名
が

出
席
。
神
■
の
後
今
村
町
長
ら
が

紅
自
の
テ
ー
プ
に
ハ
サ
ミ
を
入
れ

ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
・

現
イ！―
の
と
こ
ろ
、
特
産
品
と
し

て
販
売
さ
れ
て
い
る
の
は
牛
皮
細

Ｉ
、
手
作
リ

ハ
ム
、
チ

ヨ
コ
レ
ー

ト
や
地
元
の
若
草
、
ひ
め
ゆ
り
、

は
な
し
の
ぶ
の
婦
人
グ

ル
ー
プ
が

作

っ
た
万
十
、
手
作
リ
バ
ン
、
カ

リ
ン
ト
ウ
な
ど
。
今
後
も
色
々
な

ア
イ
デ
ア
で
特
産
品
が
開
発
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
特
産
品
製
作
の
体

験
教
宝
な
ど
も
計
画
さ
れ
て
お
り
、

車
部
だ
け
で
な
く
町
全
体
の
発
展

の
た
め
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
．

地
休
中
は
わ
ら
び
狩
り
の
人
な

ど
た
く
さ
ん
の
観
光
客
が
訪
れ
、

職
腱
さ
ん
た
ち
は
テ
ン
テ

コ
マ
イ

の
忙
し
さ
。
嬉
し
い
悲
鳴
を
あ
げ

て
い
よ
し
た
。
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肥
後
地
質
調
査
株
式
会
社

ｎЦ

６
月
１２
日
　
立
　
野
　
病
　
院

８
０
０
１
ｌ
ｌ

６
月
１９
日
　
み
な
み
阿
蘇

ク
リ
ニ
ッ
ク

富
⑦
２
０
３
０

６
月
２６
日
　
藤
　
本
　
医
　
院

富
⑦
０
０
２
０

７
月
３
日
　
平
　
田
　
医
　
院

富
②
０
２
１
６

７
月
１０
日
　
馬
　
原
　
医
　
院

奮
②
０
６
４
６

※
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
場

合
が
あ
り
上
す
の
で
、
テ
レ
ホ

ン
サ
ー
ビ
ス
で
お
確
か
め
く
だ

さ
い
。
　

（②
１
２
２
２
２
）

統
合
小
学
校
建
設
に
伴

う
地
質
調
査
依
託

ｌｌｉ
月
一
十
ロ
カ
ら
六
月

ｌ
ｌ
Ｉ
Ｈ
■
で

六
百

Ｆ
Ｉ
八
ノノ
ー
Ｆ
円

(2)
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